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皮質列屑通過部は，既に皮質細胞新生分化能力を減退し，皮質外層の細胞は in situ に成熟して明かるい
球状帯を形戊している。これに反し皮質内層部では結合組織柱の枝が盛んな皮質細胞新生分化能力を発揮







































皮質外層通過部では，すでに皮質細胞の新生分化能力が減退し，外層の細胞は in situ に成熟して明るい
球状帯を形成している。これに反し，内層部では結合組織柱の枝が盛んな皮質細胞新生能力を発揮しつつ
あって， I倍調の細胞層(マウスのX層，ラッテの juvenile cortex に相当)が形成される。
以上の如く，著者は家兎胎生各期における，副腎皮質分化の状況を主として新しい鍍銀法によって詳細
yに観察した結果， 3 つの時期を区別し，第 1 期(被膜からの分化期)で皮質の周辺層が形成され，第 2 期
(分化機構の転換期)において皮質の層構造が混乱し，第 3 期(内層へ進入する結合組織柱からの分化期)
に至って球状帯，束状帯および網状帯が形成されるとし，これを結合組織柱による分化機構と l早んでいる。
従って，著者によれば出生直後の陪調の皮質内層は，外万から内万へ向うエスカレータ一式の細胞移動
によって圧迫されて退行変性する層ではなく，結合組織柱とその柱から新しく分化しつつある未熟細胞層
でこれを経て将来の網状帯へ成熟する過程であり，外層の万が反って成熟した明かるい細胞から成ってい
るというのである。皮質における結合組織の増加と暗調細胞の出現は，一般に退行過程と解釈されていた
ものであるが， 著者はむしろ， その部における皮質細胞新生分化能力の昂まりを示すものと主張してい
る。このように，本研究は神経系以外の器管発生に新しい鍍銀法を持込み，ことに従来論争の多かった副
腎皮質の分化機構について，全く新しい知見と解釈を与えたもので，学界に寄与する処ありと認める。
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